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講座などのご案内 ※スケジュールが変更になった場合はホームページなどでお知らせします。

【講座の申込方法】　◆往復はがきに〈一人一枚〉　①希望講座名　②住所　③氏名（フリガナ）　④年齢　⑤電話番号を明記のうえ
	 〒167-0051	荻窪2-34-20	荻窪地域区民センター協議会宛　（申し込み多数の場合は抽選です。）
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※新型コロナウイルス感染症対策に伴い、スケジュールが流動的です。開催予定は当協議会ホームページでご確認ください。

荻窪地域区民センター協議会からのお知らせ
2月22日（火）	午後1時〜　会場：第1・2集会室
3月22日（火）	午後1時〜　会場：第1・2集会室
※委員会は一般公開です。傍聴を希望される方は
　事務局までお申し込みください。

委員会の
日程

講座名 内容・講師 開催日・時間 定 員 参加費 申込締切

荻窪にあるネパール人学校
（EISJ）を知ろう

荻窪にあるエベレスト・インターナショナル・スクール
ジャパン（EISJ）のビスヌ校長による講演と同校の生徒に
よるスピーチを聴き、質疑応答・懇談・交流を通じて荻窪
にあるネパール人学校を知る。異文化（外国）に興味のあ
る中・高生の参加歓迎。

講師：バット ビスヌ パラサド（EISJ）校長

2月19日（土）
午後1時30分～3時15分 30名 200円 2月6日（日）

2022
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No.355
1月25日発行

アットホームな「おまつり」を楽しもう！
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★開催日：令和4年2月27日（日）
★時　間：午前10時～午後3時
★会　場：本天沼区民集会所

主催：荻窪地域区民センター協議会

杉並産野菜・花・苗
綿あめ・ポップコーン
ソフトドリンク

●天沼小学校吹奏楽 ●ヒップホップダンス
●大人の音楽クラブ ●こどもバイオリン

ひな壇飾り
撮影コーナー

苗木で募金エネルギーを知ろう
発電体験コーナー

第28回

催し物

　毎回、人と人がつながるきっかけづくりを目的として、
さまざまな講話やワークショップを行います。（第3弾）

和泉妃夏 Toshi小島

郷土博物館分館 区民参加型展示
問い合せ：☎5347-9801

西棟1階展示室

杉並における住宅開発
～同潤会・公団住宅から民間開発へ～

　杉並区が良好な住宅地になっていった原点の一つと考える同潤
会から日本住宅公団、民間の住宅開発まで、杉並の住宅地の発展に
関する歴史を紹介する。
【展示期間】令和4年3月5日（土）〜5月8日（日）

●場　　所：杉並区立郷土博物館分館（杉並区天沼3-23-1	天沼弁天池公園内）
●開館時間：午前9時〜午後5時
●休	館	日：毎週月曜日と第3木曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
●観	覧	料：無料

1月29日(土)・30日(日)に開催予定のイベント
「アート展」は中止します。

　荻窪地域区民センター協議会では、ボランティアで活動してい
ただける委員を追加募集します。地域に役立ちたいとの思いがあ
れば、経験経歴は不問です。奮ってご応募ください。

協議会委員を追加募集します！

●募集対象：荻窪地域区民センターのエリアに在住・在勤・在学
の方

●活動期間：令和7年3月まで
●問い合わせ先：荻窪地域区民センター協議会事務局

住所：杉並区荻窪2-34-20	☎3398-9127
●申込書類：用紙は荻窪地域区民センター、本天沼区民集会所

にあります。HPからダウンロードもできます。
※募集要領の詳細は当協議会HPに掲載しています。
　https://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

募集要領

武蔵野の面影を色濃く残す清水
かつて荻窪の中心だった八丁（桃井）
名刹が京都や鎌倉を思わせる今川

多様な荻窪とその歴史を再発見します。

清水の農家 八丁の看板建築（桃井） 観泉寺の築地塀（今川）

★開催期間：令和4年2月2日（水）～3月21日（月）
★展示場所：荻窪地域区民センター1階ロビー

パネル展 荻窪の記憶Ⅳ
〜清水・桃井・今川の歴史〜

（郷土博物館分館での展示に続き開催）

地域交流会
「こみゅに亭カフェ」開催案内

開催案内

「荻窪の記憶」プロジェクト

～地域住民同士の楽しい交流づくり～

※新型コロナ感染症対策のため記載内容を変更する場合があります。

★ゲスト：和泉妃夏（ひな）	女優・演劇セラピスト	
Toshi小島	オーガニックサウンドセラピスト

★日　時：令和4年3月5日（土）午後1時〜3時
★場　所：荻窪地域区民センター第1・2集会室
★定　員：40名
★参加費：200円
★締　切：2月23日（水）
★応　募：往復ハガキ（イベント名・氏名・住所・年齢・電話番号）
※スケジュールが変更になった場合はホームページなどでお知らせします。



度で、国公立大や他の難関私立大への進学者が多い半付属校的進
学校であることが大きな特色の一つです。理系大学への進学者も
毎年40%程度を数え、文理バランスの良い学校でもあります。

★コロナ禍でのクラブ活動
　目的も目標も多様な38のクラブを設置しています。これも、ど
んな生徒にも居場所がある環境づくりの一つです。運動部は、春
夏合わせて甲子園に6回出場の硬式野球部や、今年も全国大会に
出場しているチアダンス部、水泳部、スキー部が活発。文化部
は、演劇部、書道部、華道部、吹奏楽
部、フォークソング部が上位入賞を果
たしています。釣り部という珍しい部
活もあり、人気があります。コロナ禍
では、感染症対策を講じ「短時間集中
型」で活動、合宿は控えています。

★新野校長の思い
　新野校長は、日大理工学部の大学院時代に日大二高の講師を務
め、卒業後に正式な教員となり、以後40年近く進路指導を中心
に携わってこられました。校長に就任されたのは2年前の2019年
4月です。OB・OGのご子息の入学希望が多いのですが、「まず
は、お子さんを連れてきて、在校生と話をさせてやってください」
と親の思いばかりが先行しないよう、くぎを刺しているそうです。

★概要
　四面道と中杉通りを結ぶ「日大二高通り」沿いにある日本大学
第二高等学校は、昭和2年に日本大学第二中学校として開校しま
した。戦後、日本大学の経営から独立し、学校法人日本第二学園
を設立。昭和22年に新制日本大学第二中学校、その翌年に日本大
学第二高等学校が誕生しました。生徒は、付属中の進学者240人
に高校からの入学者210人を加え、一学年約450人です。校訓は
「信頼敬愛・自主協同・熱誠努力」で、自分の在り方を積極的に
受け止め、自己吟味しつつ前向きに生きる力「自己肯定力」の育
成を重視しています。

★日本大学第二高校の特色
　他国の青少年に比べて日本の若者達は自己肯定力が低い傾向と
いう、ある調査機関の分析があります。自己肯定力の育成は、急
激に進むグローバル化かつ予測不可能な現代社会を力強く生き抜
いていくために必要不可欠だと学内で共有しています。
　自己肯定力を育むには、どんな生徒にも居場所がある環境づく
りが大切です。同質の環境を整え、「競い合い」からスタートす
るのではなく、多様性を尊重し「認め合い」から仲間と接するこ

とに重きを置いています。
　このため日大二高では、
特進クラスやスポーツク
ラスといった何かに特化
したクラス編成はしてい
ません。付属中進学者も
高校から加わる生徒も、
同じクラスで学園生活を
スタートします。

　そこには多様な価値観や学力個性を持つ仲間が集まっており、
さまざまな場面を通じて、教え合い・学び合うことで、自己肯定
力を含めた15の資質・能力が伸長できるような環境づくりに注力
しています。
　日大二高は、一、三高と同じく日本大学直属の付属高ではなく、
独立した学校法人が運営する「特別付属高」です。大学進学実績
も個性豊か。付属校でありながら、日大への推薦進学は3分の1程

日本大学第二高等学校
住所：167-0032	東京都杉並区天沼1-45-33　電話：03-3391-0223
ホームページ：https://www.nichidai2.ac.jp/

近隣の高等学校訪問
第2回

校訓は「信頼敬愛・自主協同・熱誠努力」

日本大学第二高等学校
高校紹介の第2回は、日大二高の新野好通（しんの・よしみち）校長先生からお話を伺いました。

全国大会出場のチアダンス部

教師による丁寧な進路指導

第21回

「荻窪の記憶」
こぼればなし 都心から一番近い武蔵野

新宿から中央線の快速で8分、荻窪で降りて徒歩13分。こ
んなところに、武蔵野がまだ残っていたとは！ 清水二丁目の
松原さんの農園をはじめて訪ねたときの驚きは忘れられませ
ん。母屋こそ建て替えられているものの、樹齢推定300年を
超える欅を中心とする屋敷林、畑、梅林、竹林、薪小屋、朱
い鳥居のあるお稲荷さん。昔の武蔵野が、突然フルカラーで

蘇ったようでした。
開催中の「荻窪の記憶Ⅳ」展で、清水を取り上げたのも、

そのときの印象が強かったからで、この半年、点在する農園
の四季をカメラにおさめようと、頻繁に通いました。その写
真の一部を、誌面を借りて、ご紹介します。

「荻窪の記憶」プロジェクト　松井和男

　荻窪にあるエベレスト・インターナショナル・スクールジャパン
（EISJ）のビスヌ校長による講演と、同校の生徒によるスピーチを聴き、
質疑応答・懇談・交流を通じて荻窪にあるネパール人学校はどんな学校
なのか、知ることができるでしょう。
　異文化に興味がある中・高生の参加歓迎。

荻窪にあるネパール人学校（EISJ）を知ろう講座紹介

秋を楽しむ木の実工作教室
　秋の木の葉・木の実・蔓（つる）等を使って、工夫してクリスマス、
お正月等に向けリース・ブローチ・ドア飾りなどを作る講座。親子参
加されている受講生さんは、お子さんより保護者の方が熱心になる
場面も。質問に講師やご協力ボランティアの方々が親切・丁寧指導。
ちょっとしたアドバイスで作品が見違えるように変貌しました。
あっという間に時間が過ぎて素敵な作品が完成して、皆様笑顔でお
帰りになりました。

防災フォーラム 2021「知ろう！ 高めよう！ まちの防災力・わたしの防災力」
　「第13回防災フォーラム 2021」が12月5日（日）に「知ろう！ 高め
よう！ まちの防災力・わたしの防災力」をテーマに荻窪&西荻地域
区民センター協議会共催にて当センターで開催されました。
　プログラムは講演と体験会、情報交換会と各種展示などで構成。

講師とボランティアの紹介

自宅避難を考えよう

災害時荻窪地域区民センターの3つの役割 災害時の簡単レシピ

警察・消防の展示

素敵な作品が完成

校内の銀杏並木

開催報告

開催報告

●11月28日（日）開催
●講師：山室京子

●講演は「災害ボランティアセンター立ち上げの意味と地域との連
携」（杉並ボランティアセンター・坂西千笑講師）と「災害時、荻窪地
域区民センター3つの役割」（杉並区防災課・及川美咲講師）。
●体験会は「災害時の簡単レシピ」（青山貴洋講師）。
●情報交換会は「各地域の防災会・震災救援所の取り組みについて」。
約40の町会・自治会・地域支援団体や一般参加者も含め、活発な討
議や情報交換を展開。
●展示は「震災救援所に見立てた避難体験」や防災倉庫見学、「自宅避
難を考えよう」（杉並災害ボランティアの会）、荻窪警察署、荻窪消防
署等、多くの方にご協力いただきました。

★日　時：令和4年2月19日（土）午後1時30分～3時15分　★講　師：バット ビスヌ パラサド（EISJ）校長
★場　所：荻窪地域区民センター第1・2集会室               ※受講を希望する方は、P4の「講座などのご案内」を読んでお申し込みください。
※新型コロナ感染症対策のため記載内容を変更する場合があります。



度で、国公立大や他の難関私立大への進学者が多い半付属校的進
学校であることが大きな特色の一つです。理系大学への進学者も
毎年40%程度を数え、文理バランスの良い学校でもあります。

★コロナ禍でのクラブ活動
　目的も目標も多様な38のクラブを設置しています。これも、ど
んな生徒にも居場所がある環境づくりの一つです。運動部は、春
夏合わせて甲子園に6回出場の硬式野球部や、今年も全国大会に
出場しているチアダンス部、水泳部、スキー部が活発。文化部
は、演劇部、書道部、華道部、吹奏楽
部、フォークソング部が上位入賞を果
たしています。釣り部という珍しい部
活もあり、人気があります。コロナ禍
では、感染症対策を講じ「短時間集中
型」で活動、合宿は控えています。

★新野校長の思い
　新野校長は、日大理工学部の大学院時代に日大二高の講師を務
め、卒業後に正式な教員となり、以後40年近く進路指導を中心
に携わってこられました。校長に就任されたのは2年前の2019年
4月です。OB・OGのご子息の入学希望が多いのですが、「まず
は、お子さんを連れてきて、在校生と話をさせてやってください」
と親の思いばかりが先行しないよう、くぎを刺しているそうです。

★概要
　四面道と中杉通りを結ぶ「日大二高通り」沿いにある日本大学
第二高等学校は、昭和2年に日本大学第二中学校として開校しま
した。戦後、日本大学の経営から独立し、学校法人日本第二学園
を設立。昭和22年に新制日本大学第二中学校、その翌年に日本大
学第二高等学校が誕生しました。生徒は、付属中の進学者240人
に高校からの入学者210人を加え、一学年約450人です。校訓は
「信頼敬愛・自主協同・熱誠努力」で、自分の在り方を積極的に
受け止め、自己吟味しつつ前向きに生きる力「自己肯定力」の育
成を重視しています。

★日本大学第二高校の特色
　他国の青少年に比べて日本の若者達は自己肯定力が低い傾向と
いう、ある調査機関の分析があります。自己肯定力の育成は、急
激に進むグローバル化かつ予測不可能な現代社会を力強く生き抜
いていくために必要不可欠だと学内で共有しています。
　自己肯定力を育むには、どんな生徒にも居場所がある環境づく
りが大切です。同質の環境を整え、「競い合い」からスタートす
るのではなく、多様性を尊重し「認め合い」から仲間と接するこ

とに重きを置いています。
　このため日大二高では、
特進クラスやスポーツク
ラスといった何かに特化
したクラス編成はしてい
ません。付属中進学者も
高校から加わる生徒も、
同じクラスで学園生活を
スタートします。

　そこには多様な価値観や学力個性を持つ仲間が集まっており、
さまざまな場面を通じて、教え合い・学び合うことで、自己肯定
力を含めた15の資質・能力が伸長できるような環境づくりに注力
しています。
　日大二高は、一、三高と同じく日本大学直属の付属高ではなく、
独立した学校法人が運営する「特別付属高」です。大学進学実績
も個性豊か。付属校でありながら、日大への推薦進学は3分の1程

日本大学第二高等学校
住所：167-0032	東京都杉並区天沼1-45-33　電話：03-3391-0223
ホームページ：https://www.nichidai2.ac.jp/

近隣の高等学校訪問
第2回

校訓は「信頼敬愛・自主協同・熱誠努力」

日本大学第二高等学校
高校紹介の第2回は、日大二高の新野好通（しんの・よしみち）校長先生からお話を伺いました。

全国大会出場のチアダンス部

教師による丁寧な進路指導

第21回

「荻窪の記憶」
こぼればなし 都心から一番近い武蔵野

新宿から中央線の快速で8分、荻窪で降りて徒歩13分。こ
んなところに、武蔵野がまだ残っていたとは！ 清水二丁目の
松原さんの農園をはじめて訪ねたときの驚きは忘れられませ
ん。母屋こそ建て替えられているものの、樹齢推定300年を
超える欅を中心とする屋敷林、畑、梅林、竹林、薪小屋、朱
い鳥居のあるお稲荷さん。昔の武蔵野が、突然フルカラーで

蘇ったようでした。
開催中の「荻窪の記憶Ⅳ」展で、清水を取り上げたのも、

そのときの印象が強かったからで、この半年、点在する農園
の四季をカメラにおさめようと、頻繁に通いました。その写
真の一部を、誌面を借りて、ご紹介します。

「荻窪の記憶」プロジェクト　松井和男

　荻窪にあるエベレスト・インターナショナル・スクールジャパン
（EISJ）のビスヌ校長による講演と、同校の生徒によるスピーチを聴き、
質疑応答・懇談・交流を通じて荻窪にあるネパール人学校はどんな学校
なのか、知ることができるでしょう。
　異文化に興味がある中・高生の参加歓迎。

荻窪にあるネパール人学校（EISJ）を知ろう講座紹介

秋を楽しむ木の実工作教室
　秋の木の葉・木の実・蔓（つる）等を使って、工夫してクリスマス、
お正月等に向けリース・ブローチ・ドア飾りなどを作る講座。親子参
加されている受講生さんは、お子さんより保護者の方が熱心になる
場面も。質問に講師やご協力ボランティアの方々が親切・丁寧指導。
ちょっとしたアドバイスで作品が見違えるように変貌しました。
あっという間に時間が過ぎて素敵な作品が完成して、皆様笑顔でお
帰りになりました。

防災フォーラム 2021「知ろう！ 高めよう！ まちの防災力・わたしの防災力」
　「第13回防災フォーラム 2021」が12月5日（日）に「知ろう！ 高め
よう！ まちの防災力・わたしの防災力」をテーマに荻窪&西荻地域
区民センター協議会共催にて当センターで開催されました。
　プログラムは講演と体験会、情報交換会と各種展示などで構成。

講師とボランティアの紹介

自宅避難を考えよう

災害時荻窪地域区民センターの3つの役割 災害時の簡単レシピ

警察・消防の展示

素敵な作品が完成

校内の銀杏並木

開催報告

開催報告

●11月28日（日）開催
●講師：山室京子

●講演は「災害ボランティアセンター立ち上げの意味と地域との連
携」（杉並ボランティアセンター・坂西千笑講師）と「災害時、荻窪地
域区民センター3つの役割」（杉並区防災課・及川美咲講師）。
●体験会は「災害時の簡単レシピ」（青山貴洋講師）。
●情報交換会は「各地域の防災会・震災救援所の取り組みについて」。
約40の町会・自治会・地域支援団体や一般参加者も含め、活発な討
議や情報交換を展開。
●展示は「震災救援所に見立てた避難体験」や防災倉庫見学、「自宅避
難を考えよう」（杉並災害ボランティアの会）、荻窪警察署、荻窪消防
署等、多くの方にご協力いただきました。

★日　時：令和4年2月19日（土）午後1時30分～3時15分　★講　師：バット ビスヌ パラサド（EISJ）校長
★場　所：荻窪地域区民センター第1・2集会室               ※受講を希望する方は、P4の「講座などのご案内」を読んでお申し込みください。
※新型コロナ感染症対策のため記載内容を変更する場合があります。



荻窪地域区民センター　杉並区荻窪2-34-20　　☎3398-9125　【休館日】第2・4月曜日と20日・12/28〜1/4
本天沼区民集会所　　　杉並区本天沼2-12-10　☎5310-4633　【休館日】第1・3月曜日・12/28〜1/4

広 報 紙

発行：荻窪地域区民センター協議会	 〒167-0051	杉並区荻窪2-34-20　☎3398-9127　FAX	3398-9128ホームページ　https://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

講座などのご案内 ※スケジュールが変更になった場合はホームページなどでお知らせします。

【講座の申込方法】　◆往復はがきに〈一人一枚〉　①希望講座名　②住所　③氏名（フリガナ）　④年齢　⑤電話番号を明記のうえ
	 〒167-0051	荻窪2-34-20	荻窪地域区民センター協議会宛　（申し込み多数の場合は抽選です。）
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※新型コロナウイルス感染症対策に伴い、スケジュールが流動的です。開催予定は当協議会ホームページでご確認ください。

荻窪地域区民センター協議会からのお知らせ
2月22日（火）	午後1時〜　会場：第1・2集会室
3月22日（火）	午後1時〜　会場：第1・2集会室
※委員会は一般公開です。傍聴を希望される方は
　事務局までお申し込みください。

委員会の
日程

講座名 内容・講師 開催日・時間 定 員 参加費 申込締切

荻窪にあるネパール人学校
（EISJ）を知ろう

荻窪にあるエベレスト・インターナショナル・スクール
ジャパン（EISJ）のビスヌ校長による講演と同校の生徒に
よるスピーチを聴き、質疑応答・懇談・交流を通じて荻窪
にあるネパール人学校を知る。異文化（外国）に興味のあ
る中・高生の参加歓迎。

講師：バット ビスヌ パラサド（EISJ）校長

2月19日（土）
午後1時30分～3時15分 30名 200円 2月6日（日）

2022
2月・3月

No.355
1月25日発行

アットホームな「おまつり」を楽しもう！
本天沼集会所まつり

環
状
八
号
線 日大二高通り

本天沼区民集会所本天沼区民集会所

コンビニ

ルミネ

タウンセブン

稲荷横丁
バス停

天沼小学校
バス停

至
井
草

至
高
井
戸

★開催日：令和4年2月27日（日）
★時　間：午前10時～午後3時
★会　場：本天沼区民集会所

主催：荻窪地域区民センター協議会

杉並産野菜・花・苗
綿あめ・ポップコーン
ソフトドリンク

●天沼小学校吹奏楽 ●ヒップホップダンス
●大人の音楽クラブ ●こどもバイオリン

ひな壇飾り
撮影コーナー

苗木で募金エネルギーを知ろう
発電体験コーナー

第28回

催し物

　毎回、人と人がつながるきっかけづくりを目的として、
さまざまな講話やワークショップを行います。（第3弾）

和泉妃夏 Toshi小島

郷土博物館分館 区民参加型展示
問い合せ：☎5347-9801

西棟1階展示室

杉並における住宅開発
～同潤会・公団住宅から民間開発へ～

　杉並区が良好な住宅地になっていった原点の一つと考える同潤
会から日本住宅公団、民間の住宅開発まで、杉並の住宅地の発展に
関する歴史を紹介する。
【展示期間】令和4年3月5日（土）〜5月8日（日）

●場　　所：杉並区立郷土博物館分館（杉並区天沼3-23-1	天沼弁天池公園内）
●開館時間：午前9時〜午後5時
●休	館	日：毎週月曜日と第3木曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
●観	覧	料：無料

1月29日(土)・30日(日)に開催予定のイベント
「アート展」は中止します。

　荻窪地域区民センター協議会では、ボランティアで活動してい
ただける委員を追加募集します。地域に役立ちたいとの思いがあ
れば、経験経歴は不問です。奮ってご応募ください。

協議会委員を追加募集します！

●募集対象：荻窪地域区民センターのエリアに在住・在勤・在学
の方

●活動期間：令和7年3月まで
●問い合わせ先：荻窪地域区民センター協議会事務局

住所：杉並区荻窪2-34-20	☎3398-9127
●申込書類：用紙は荻窪地域区民センター、本天沼区民集会所

にあります。HPからダウンロードもできます。
※募集要領の詳細は当協議会HPに掲載しています。
　https://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

募集要領

武蔵野の面影を色濃く残す清水
かつて荻窪の中心だった八丁（桃井）
名刹が京都や鎌倉を思わせる今川

多様な荻窪とその歴史を再発見します。

清水の農家 八丁の看板建築（桃井） 観泉寺の築地塀（今川）

★開催期間：令和4年2月2日（水）～3月21日（月）
★展示場所：荻窪地域区民センター1階ロビー

パネル展 荻窪の記憶Ⅳ
〜清水・桃井・今川の歴史〜

（郷土博物館分館での展示に続き開催）

地域交流会
「こみゅに亭カフェ」開催案内

開催案内

「荻窪の記憶」プロジェクト

～地域住民同士の楽しい交流づくり～

※新型コロナ感染症対策のため記載内容を変更する場合があります。

★ゲスト：和泉妃夏（ひな）	女優・演劇セラピスト	
Toshi小島	オーガニックサウンドセラピスト

★日　時：令和4年3月5日（土）午後1時〜3時
★場　所：荻窪地域区民センター第1・2集会室
★定　員：40名
★参加費：200円
★締　切：2月23日（水）
★応　募：往復ハガキ（イベント名・氏名・住所・年齢・電話番号）
※スケジュールが変更になった場合はホームページなどでお知らせします。


